




























1) 物理学会誌 23 968 (1968).
〝 2A 496 (1969)(改訂版)
2) 委員会における討議VCついては,各委員の手許にある要員会議決議録
(会誌にのる報告の原版)に詳 しいO特に8月aj245, 9月の 244回
要 員会議で特務委員会案についての議論が行われたO
物小委 (10月19日)の-委員によるまとめ
歴大理 井 上 政 義
我々の未来を大 きく規定しようとする体制の動 きが煮詰ま って きた折り,こ
れを曝 零 し総力を挙げてこの体制の動 きを阻まんとする t蟻烈夜斗争 廿の碁開
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特 集
げ, 10.21,を明后 日に控えた 10月19日にここに郵告せ んとする物小
委は物性研にて行 なわれた O 嵐の一ケ月は過 ぎ去 り歴史とい う冷準をる女神の
鉄槌が未来を志向す る者達-打ち落 とされた今,物小委報告をまとめる無力 は
如何にも弱々しいO しか し蔦実の進撃は留まる皐 を知らぬであろ うO
§1. 物小委報告
今回の物小委で討議され決定されたものの中か ら,琴集部の御要望に よりこ
の特集に関す る車のみを私自身の立場か らまとめたものを報告する尊 にしよ うO
簡潔にかつ話の筋 を通す為に多数の人の発言を一つ にまとめた所 もある,全体











o委員長 : 豊 沢 - 豊氏 (物性研),
o幹 事 : 小 野 周氏 (東大教養 )
伊 達 宗 行氏 (阪大理)
近 桂 一 郎氏 (早大理工)
(荏)幹事の任務 :書記,会計,代 行,緊急夜決定,議題の発案｡
この 役 員 選 挙 'a)後 '豊沢新議長の許に下記の議題が討議されたO
議 題
① 前委員よりの引継事項 ④ 中性子炉 ③ 日本で開催される国擦会議
④ SOR躯係の核研特別事業曽及びに特別設備費 ,i) 197_0年度毎綜
会議 め 物性研第2次計画 ① 大学改革と物性研
これ らの議題についての討議内容を最初に述べた線に給 ってまとめた ものを
列記 しよ う｡
〔1〕 ㊥の討議の折 り,中性子炉 を含む大規模な研究施設一般に対する次の様
な批判がなされた｡
現在の日永に於いて,か ゝる大規模な研究施設蟹設立す ると言 う皐は,効率
の悪い研究堵投資蟹廃 し,合理的かつ集中的に研究蛍を投資 し有効なろ研究成






〔2〕 議題⑨と①は深 く関係 しておりこれ らは共に討議されたo
l)現在,大学および共同利用研のあ り方が根底的に問われ,物性研自身で
さえ改革案を試みている折りに,これ らに何 ら触る事な く,今までの物性研の






































の持つ限界性お よび小委員会 としての限界性とV'う,二重申開界性を背負 った








ころに注入 しなければならなvIQ現在, ｢学問 とは何か｣ ｢大学 とは如何にあ




抜 きに しては裏の主体は形成されなV'であろ う. 歳月は人を待たず早や 70年
蟹告げんとし,昨 日に新しか ったものは今 日すでに乗越えられんとして vlる0
-時的な冬季 (最近の大学の居直 りを見よ･)がたとえ来ようとも70年代の歴
史の巨大なる tうねり称は大きく博勤 し我々を洗 うであろう.午の鮮明なる時
代にあた っては個人主義的知識人は所詮,アク ト･サイダ ーにす ぎをvlであろ
うし,このアウ ト･サイダーの悲哀感こそか ゝる知識の最も好むところのもの
である｡
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